釈迢空の連作と『萬葉集』 by 鈴木, 武晴
齊悶」の巻四
「相llH」
の部には
、
次のよ
う
な「柿木朝い人
麿歌胃」が収録されてい
る
。
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ム
たに
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み熊野の捕の浜木綿
嘉
なす心は息へど直に逸はぬかも
（四
九
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じt
いにしへにあ
り
け
む人
も我がごとか妹に恋ひつ
つ
麻ねかてず
け
む（
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L
F^のみのわざ
に
は
あらずいにしへの人ぞまさりて如にさへ泣
きし
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さし
つか
U
［
嘉
にも
来及かぬか
もと思へか
も社が使の見れど飽かずあ
らむ
（四九九）
右四首の第三首匹九八と沈四酋四九九を
、
武田祐古「窮菜集新
芭及ぴ
『践菜北全註釈」
に
「前二訂の歌に対する要女の返歌で
ある
。」と
捉えている
。
そし
て
、
匹九八について「前の歌に古に
ありけむ人といふを受けて
、
同語を以つて返
したのである。」（新
序
釈迫空の連作と
『萬葉槃』
招
．
＾北旺釈
）、凶
九九に対しては
「人麻呂が紀州の旅から、使に
つけてiti木綿の歌を送った。
その歌中の百頂の餅を取って返歌に
用ゐたのであらう。」（新解）、
「前の歌は、
古にありけむ人もの歌
に対し
、
この歌は、
百頂なすの歌に対し、
それぞれ附られた歌の
制を取って返してゐる。」（全眈釈）と述ぺている。
四九八と匹九
九の
ニャHについては
、
沢氾久孝需腐念采注釈
j
の「答歌の方を人
麻呂の甚女の作と見るか、
人麻呂自身の創作と見るかはなほ考慇
の余地がある」という 解を承けて渡瀬rJISilll心氏（「柿本人麻呂におけ
る附答歌」
、
美夫対中心船十叫サ、
附和凶十五年十二月）が
nt
細に説くように、
安の立場にたっ人麻呂の創作歌と老えるのが妥
-
39
当であると111心われる。
け
れども、
一述四肖が二首ずつのIm答歌の
形をとり、
開句・内容のimで、
第一5M叫九六と第叫
trllY
九九、
筍
i-
ャH四九七と翌一WH四九八がそれぞれ対応しているとの武田氏の
指摘は煎炭である。
これを承けて渡瀬氏は、
かようなニャHずつ叫
誼の附答歌の対応の殷が北中に多く見られることを指摘し（④六三三
六ー岳ハなど）、
その型を、「脳歌と答歌との接点を中心とし
^TJ§
木
武
晴
-104 
て波紋状に等距雌に対応が拡がっていく」ことから「波紋型対
．応
」と呼んだ（前掲論文）。
また、
氏は、
二首ずつ四首の贈答歌に
＋
、
．． 
め（⑤八〇六）
＊辛帥＊伴籾
．歌詞両首
1ー郎の馬もいま
も得てし
かあをによし
奈良の都にゆきて来むた
、、、
..
1
現に
はあふよしもなしぬばた
まの夜の歩にをつぎて見えこそ
（八0七）
答歌二首
ri
龍の馬をあ
れは求めむあをによし奈良の都に来む人のため
（八0八）
、
、、
、
、
I直にあはずあらくも多くしきたへの枕さらずて夢にし見えむ
（八0九）
のように、
語句・内容の面から「附歌の第一首に対して答歌の第
一留、
陪歌の第二首に対して答歌の第二首」が対応する型もある
ことを指摘し、
二首はそれぞれ隣接する一首を附てて顛序よく対応するのである。
もし三首ずつの楊合は、
隣接する二竹を協てて顛次対
応していくであろう。
これを順行型と呼んでもよいが、
波紋
型に対 は、
水にちなんで流下型と呼んでおく。第一しいか
ら
、
隣接する一首ないし二tiを糀てて、
右から左へ流れ下る
ごとくに対応が移行していくのである。
と述ぺている。
見てきたような二首ずつ四肖の勅笞歌についての渡瀬氏の11おm
は、
具体例を指げながら煎梨集歌の陪釈にかかわる―つの視点を
艇ホしたもので、
その窓義はきわめて大きいと酋わねばならない。
需窯盃沿
j
の「波紋堕対応」「流下収対応」の指摘にかかわる
先学として、
武田・渡瀬の両氏の他に挙げておかなければならな
い人
がいる。
それは、
占代研究に伸大な菜紐を残した折口伍夫
（釈迅空）である
。折口が、「机菜梨」の二首ずつ匹首の附答歌
や問答歌だけでなく、
独詠歌における四首栴成にも見られる「波
紋型」「流下型」の対応構成を心得てい
て、
それを自己の短歌述
作に生かしていることについ は、
拙税「釈沿空の辿作ー—'「万
菜集」との かわりをめぐってーー＇」（「郎」第五十四巻第十二号、昭和六十年十二月、
佃短歌会）
・
「釈沿空「冬至の頃」五首」
(「nu
」第五十七咎第九号、
昭和六十
i＿一年九月）に発表した。
そ
の後、
沿空の歌を読み進めるうちに、
前稿で取り上げた作品の他
にさらに幾つかの連 が、「波紋型」「流下製」によって織りなされていることがわ った。
その二種の型は、
匹首述作以外にも五
首辿作のうちの四首や六
1日迎作にも見られ、
六酋以上の連作にも
用いられて
いる
9
それらのうち、
木栢では叫ャU述作にのみ焦点を
絞り、
論述を展淵することとする。
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これの戦に
一
あげをせず
(1)
我よりも
まづしき人の屯がる物の、見るに殺しく
たり(2)
ウ9ゲ
ことさ
らに人はきらはず。滸よそひて行かむ宴会を
〔
りて屈り(3)
・
見るふみも
おほく
はわぴし。まづしさをいきどほろしく
•
I 
あげつらふなり
(4)
／ 
右は、第四歌集「水の上」（昭利
二十三年一月発行
）の「心ま
づしく」と題する八
5日
のうちの四首巡作である（本文は「折口倍
夫＾ふ集
j
伶二十一巻による。ただし、第二首第匹句の「毅」の字
のルピ「トモ」は、点線を付した関係で略する。）。「心まづしく」
（昭和八年九月製作。製作年月は『水の上」巻末の「製作年表」
による。）は、この叫首連作と「大学
の独立など酋ふことかま
ぴ
すしき項、ひそか
に瀕み
らる、こと多し。」という洞杏きをもっ
四ヤ日の歌とから成る。
第一首は、この他にサ中
11
しみ生きて
みつぎする作者の
「はら
か
ら」（同腹の兄弟姉妹の慈
）が、まずしさ
を口にしないと詠む。
作者は、
「は
らから」と比較し
て貧しさに捕らわれ質しさを口に
する自分自身の心の対しさを顧みているのである。第二首は、作
Jとわ
と、のほり
苦しみ生きてみつぎするわがはらからは
こと
四首連作における「波紋型」と「流下型」
r↓
み冬つき_1 ー。こと
しも(4)
いか
さまにあり経む身ぞと息ふ
者よりもまずし
い人の「滸る物」が美しく整っているのを見ての
殺招の梢を述ぺている。つづく第三首は、第二酋の「箔る物の・・・……と、 ほ たり
」を「改れよそひて」と承けて、滸る物を飾り
煎えてゆかなけれ
ばならな
い疫会のわずらわしさを泳む。そして
、
最後の努四
i日は、作者のもとに届いた手紙の多くも「まづしさ」
を斜々と取り立てて祖
いているのを見たときの
わぴしい気持を
歌っている。結句の「あげつらふなり」は、第ご目の
「ことあげ
をせず」
に対す
ること、疑いを入れない（「あげつらふ」も「こ
と
あげ」すも、特に取り立てて酋うの窓。）こうして「心まづしく」の前半四
笛辿作は
、内側第二首と第三
首、外側第一首と第四首がそれぞれ対応する構成となっている。
第六歌集『倭をぐな
j
（昭和一二十年六月発行）の四首連作「祓
き土」（昭和二十二年一月発表。全狼第二十二巻の「倭 ぐ 」「発表年月」によ
る。）にも、同様の構成が見られる。
一
ー国やぶれてやぶれ
しま、に判り来るきざしをも
見ずふ過
ぎむか(l)百姓のおごれる村を
あるき来てー野山に通る道の
(2) 
Lはるかなる盟に散りて住む人も
深 ころ 3
森＂来むHま
で
みな
老いぬらしー。冬
サヤ,r 汁凸
け
さ
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第一酋は、「国がやぶれて、や
ぶれたまま
で国の勢いが盛んに
なってくるそのきざしをまだ見ないーーそれなのに、私はこの命を終えるので
あろうか。」の慈。「国」への深い思いを抱きながら
も、戦後の困窮した状況のなか
で死と隣り合う自己の生命への不
安を詠んでい
る。第二酋は、食税を所有する百姓がおごる村を不
快な気持ちで歩んで米たので、「野山」に通ずる追が心に消々しく思われると詠む。第三首は第二首の「野山」を承けて、戦禍を逃れるためではあったが戦後もそのまま遥かな地の「野山」に散り散りに住んでいる人々 思いやり、戦争に起因する生活の困苦と心身の疲弊により、「みな老 ぬらしー。」と推測している。蚊後の第四首は、一転して第一首の「命過ぎむか を いかさまにあり経む身ぞと思ふー。」と承けて、 一 同様、死と隣り介う自己の生命への不安をうたっている。戦後、いまだ衣食住に窮する状況の中、人々にとって「冬」 蚊も過酷な季節 あっただろう。その「冬」 自己 生命への不 が
いっそうつのるので
ある。この四首も
、語句・内容の面で内側第二首と第三首、外側
竺ぃ日と第四首がそれぞれ対応していると考えら 。、「倭をぐな以後」の「虚囚」（昭和二十三年九月発表。全集第二十二谷の「発表年月」による。）と題する歌群に目を移そう属囚」は、九首述作と四首述作とから成る。後者は、
ァッ
闊腐のまぽろし
た、かひのなかりし時の切のまぽろ
「し（1
）
しさ(4)
゜
、つ
ヽ
と
し
啓き、て
「海の色證み（て、あぢさゐの花むら深く
の(2)紫沿花の花むら深く
(3) 
［沖糾に行きて遊ばむ。危々に
第一首は、一まぽろし」の語を第二句と第五句とに繰り返し用
いて、
いまだ戦いの起こらなかったころの「沖縄」
の美しい海へ
の松梢を詠んでいる。つづく第二首と第三ャ
目は
、戦後、その海上
にたゆたう船の船ぺりから粁＜澄んだ海を見つめている時のIII心いを詠む。第一二首は第二首の「あぢさゐの花むら深く」という美しい表税をそのまま承けつつ、第二首の「あふれ来るもの」という深い息いのこもる抽象的な表硯に対して「啓き、 我はゐにけり。」と具体的 表況している。「翌」は、沖純の海に呆てた戦い人の「淫 、特に作者沿空と親近
な関係に
あった者たちの「抒」
であろう。第二首と第三首には
戦死した者た
ちへの哀悼の梢がに
じむ。最終第凹ヤはでは、第
l
首と同じく、「沖紐」の地名から歌
い起こし、その海への硲梢を詠んで、一辿四首を閉じている。
次に「流下塑対応」構成を持つ巡作を挙げよう。
国遠く、我におぢ
つ、汝が住みてありと思ふ時
「るかも（1）
悔いにけ
死なむとしたる海の
‘ 
は
我は
ゐにけり。腎海のなか
あふれ来るも
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且．．
魯
’
ぶ•4i
もか日兒造fl1J針がくい張位はに
’のはは1 庭↓ •「―I
とう遊島士を屈大庇ての初 ‘ 至少 ‘ むの
.J芯； ヤI;
如!, .-
·
・じ• し
にいぴへ館借の阪き ‘ 少東次る昨処＾木 な と
ひふに行窃り二に ‘ 指咋京の事の女4の き も
る風ゆつ等て階焔よ祁＾によ梢為歌
シ
古 我I
がにくて学移にるくし歌米うはに集 業 な 完
へ進ら 一 校ら
‘
や彩てのて
1こ ‘ '-'
る行し年にしこう靱ゐ上 ‘ 記-,と祠
1\ ら 1こ
もしい ‘ 少たのなをたの十さ ． 自
き め を
俎lゃ
のて彼廊咋 ゜ 少話受 ゜ 恨人れ閤すま ？ や。 げ
だ来の兒が二咋にけそ名程て
腔
るの ‘ 汝I ぬ
とた
‘
島入度をなてれを 一 い
考事 ・rtiの学目 ‘ つくだそ虚る＾首ひ
四 ぁ 待 を ゜
° 全 巡
ち 晩 息
ヘ情熱般すのそたれけのに t： ご る づ
たがを訳る入こ時た ‘ ま務 集作...::. ヽ に き
の ‘ こなま学か ‘ か私、し 第
が古め学で試らまらの流た ー天天 羹 ・ て、し、
‘いた校 ‘ 験半づで教用ぅ 干正正
世師告
せ ほ 全
の日が町金あ育すち 六八＋ に と く
1111匠白規夜通と太るらる
‘
先年四 し
をのの定逸つ嘘郎 ° し ジ 金 こ製年 今 〈 打
知簡手をつてれをそいに太 に作五 を
ら1j!.紙ぬて ‘ な金のも巌郎'nf
ゞ
月 づ 心
息 む
なながけゐ施い宮、の重と しで発 安 く と
§〗月； ；
i
〗:〗： ：‘ i五 そ；ぢ! ildd 
あった。大正八年の年だから、私は三十三我である。(-四六頁）少咋の卒業は米 。神経殺弱 や う に 物を息った私 、又、東京から脱兒島へ出て行った。•福 岡の大学に入学する彼を迎へるためである。（中略）卒菜 して、苅者達が楽しく国へ焔るのに、彼は私 目を避け 、ひそかに熊本に逃れ去つてゐた。(-五二 頁 ）
第一首は、師弟の間に生じた軋條によって作者におぴえながら某京から並かに陥たった土地に住む少咋へと思いを馳せ、そのような状況を惹起した自分の行動 対する後悔の念を詠んで
いる。第三首はこの第一首に対応している。すなわち、第一首の「我」と「汝」の語を承けつつ、第一首の「我 おぢつ、」に「芦砥なき我ならめや。」と呼応さ
せるとともに、第一首の「汝が住みて
ありと思ふ時悔いにける も」と う後悔 は「汝を腑るに、心ほと／＼息つくころぞ。」と、今もなお心に存す 少咋への期待を詠んで対応させている。一方、第二首と第四首 相対し、第四首は、第二首の「何ごとも、完にをはり
ぬ。」を「待ちごヽろ
失せにし今」
．と承け、節二首の「息づきて全く茄けむ心ともが
な」には「安しと思はむ」と呼応させ 。追空自身も、『自歌 自 註 」 に 当 而 四 首のうち、第二首と第 四 首 とを窓図的に抜き 出し 、 次のような註を絢している。
世間の人にとつては何でもないことを庭理するのに、私は大
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変疲れてしまった。さうして私の手のとゞかない虚へ、少咋は逃れ去つ
まった。さういふ結果は、挫め
稼期しないこ
とで なか
った。もしさうなった時に、私はどうするであら
うといふむ しさ
を感じて、たまらなかった。虜が、少咋が
完全に逃れ去ったことを知った時、勿論私は深く失望した。けれどもその更に底に、私の心は、安らひとも＿
i白へぬ、勿論
あきらめで ない、別様の心持ちがあるのは惑じた。
私が
することでないことをしてをつた。当然来 ぺき結果が来て、私をこんなにほうとした憩ひ 泣い のであらう。
スデ
「何ごとも完にをはりぬ」と酋ふの
は、その時の心の底か
ら、
自ら出て米た甜であった。か
はいさうな満足を、これだけの
話で現したきり、どうしても、後の語句
がつげな
かった。
マ9
「息づきて全く裳けむ心ともがな」といふ語句は、だから前二句を忘失しな
いやうに、仮りに保存するための容れ物を設
けたやうなもの ある。だから「心ともがな」 ど 、新派とも何とも百い雑い程暢気なー私の に無関心な酋語がつながつてゐるのである。併しこの安心は、やがて又破れることに って、
私は福岡郎多に行った。(-五ニー一五三頁。
傍級は本樅の 者。末尾の「福岡栂多に行っ
た。
」とあるの
は、全集笙
二十
一．巻の「
自撲年勝」によると、翌大正九年
三
月のことで、当面の歌の内容とはかかわらない。）
かような自註によれば、第二首と第四甘が冊句・内容の面で対
応していることが、
いっそう明確になる。こうして、
四首述作
「かの少咋の為に」には、「崩菜集
j
の「流下型対応」構成と同
様の対応構成が存する 認められる。
「水の上
」
の「歳木」（昭和八年一月製作）の次のような叫ヤIJ
述作も注目される。
トシギ
n
山里は
年暖かく叶なれに
けり
。
歳木樵り梢む
庭紺のうへ
(l) ほのかなる
Al
のけはひか。叡田叫が庭におり立つ路沓の
おと
(2)
山里の
隣りといふも澤向ひ、遠き届庭に
日のけぶる
見
ゆ
(3)
はろ/＼に
骰りぽふ家居t叫むなり。こなた
山かげ。山
ぴとの庭(4)
[
 「歳木」歌群は、三首辿作と右の四首辿作、そして独立した一
首によって構成さ
れ、それぞれを歌一訂分の間が陥てている。当
而の四首は、
前半の二首に作者のいる山かげの民家の情景を詠み、
後半の二 ill向いにある店りの集裕の梢敗を歌っている。このように二首ずつ四杓の述作となっているが、語句・内容の面で、後半第
l
ふu
(3)
は前半第一首(l)に対応し、初句に(l)と
同じく「山ili」の賄を用いている。一方、後半第二首(4)は前半第二首(2)に応じ、「人」に対し「111ぴと
J、「背戸山」（民家
を中心として111を捉えた表現）に対して「山かげ」〈山を中心と
-109 -
山を出で来ぬ。かくのみに口幾- に がた • 生1 1 り 友'..- -
召 ，提
さ 径
れ の 族:舟�I
に 日
け や
む ‘。 ヽ·永
戦 を ］i シ
い と
は ざ
今
七
し ( 4
)
洞 密 き を 承 け て 第 一 首 で 「た、かひ人」の語を用いている。第
三歯で は この「た、かひ人
J
を 「 友 提 習 」と酋い換えるとともに、
第一首の「息ひ見むとす」に対して実際 に 会 い 「 行 かむとす」と呼応 さ せ て い る 。 このように第一 首 と 第 三 首 は と も 111 務に従う同期の友人のこ を詠んで対 応 し ている。一方、 第 二 首と第四首は、軍務に服する「族ぴと」を歌って奔き合う。こうして、・「 感 甜 」 四 首 は 、 第 一 首 と 第 三 首 、 第 二 首 第 四 首が閃応する構成となっていると言うこ ができる。
最後に、「倭をぐ な 」の「冬の光り
J
( 昭 和 二 十 二 年 一 月 発 表 ）
と姐する 四 首 一 辿の歌群を取り上げ よ う 。
うごかざるら
な し ( 2
)
ヽ ' , ' ， ＇ ， ＇ 、
我が行かむ
して民家を捉 えた表現）と詠 ん でいる。
店接す る 一 首を陥てて馴次 対 応 し ていく塑は、第 三 歌 集 『 天 地
『 ヽ 》
に宜る」（昭和十七年九月発行）のllY泊述作「感甜」にも見られる
。
刑期生 の う ら 、 近 店 ・ 脇 坂 等 、 軍 務 に 従 へ る 打 多 し
た、かひ人を駆5
の奥ゆの光りの
呆け／＼しー。人知らぬたのしみを
(3
) 
I ‘‘‘,‘f‘,‘rヽc
ふ米 な
む日を思へども、
生 き 別 こ ほ り
わが居り(4
)
「冬の光り」は、この四首述作と
はるかなる野山に住みて
散 り ぢ に
音絶えゆきぬー。年
の寒きに
の一首とに分かれることが、両者の間に樅かれた小符号によって示 さ れ ている。
当面の四首は、終戦後一年半足ら ず 経 った時点での作で、第一
首 は 、
歩 み 入 る
小 路の奥の力から皿こ え で く る
子どもの「味ぶ
啓」（泣き 叫 ぶ 声） を 通 し て 、
大 人 だ け で な く 子 ど も ま で も 心 安
ら か で ないのだという咲きを詠ん でいる。この第一首に対応するのが第三曽で、第 一 首の「呪ぶ啓」に対し、子らの「うちあぐ る啓」を詠む。そして、子どもに似合わないその呆け／＼しい和を間いて、「人知らぬたのしみを
早子
らは知りたり」と子らの
心にまで及ぶ戦後の荒廃の様を逆説的に悲咲している。一カ、第二 留 は 、 子 らの閑に注視して 、 み な ぎ ら う 冬の光りにもあたたま
巾共深 く
,＇，＇ , ＇ ， ' , ' , ' ‘ , ＇ ヽ
'9,＇ , ＇ , ' ， ＇ ， ' ， ' ’
あた、まりなし
ー。 子 らの
薗ー。あは れ
早
子
子 ど も 、 安 か ら
な
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ることのなく、「烏屑」になっていると詠
む。子らの関に対して
・作
者自身の「生き閲」を詠んだのが、
第四首。第二首の「あた、
まりなし」に「こほり」と対応させてもいる。
また、
第四首初句
の「み冬」は、
第二首の「冬」の語を承けていること、
明白。
こ
うして 冬の光り」の四首も作者の創作意哉に基づいて巧緻に徽りなされ いると認められる。
遥空の四首連作の墓盤
以上、
釈逗空が、
処女歌集r海
やまのあひだ」か
ら第六歌集
「倭をぐな」（『倭をぐな
以後
j
も含める）までに見られる四首
巡作のいくつかに、「筏業集」の「波紋型
「流下型」と同様な構
成手法を用 ていることを歌詠に即して述ぺてきた。
逗空が「戒
i菜集」の二首ずつ四首の胞答歌
・
問答歌
・創作歌や独詠歌におけ
る四首構成の二種の型を心得てい
たことは、
迅空三十歳の時点で
の著作である「口訳附策集」において、
流下塑対応を有する⑤八
0六ー八0九（先掲〉に語句・内容の関述を押さえつつ的確な口沢を施していることからも拙察
される。
また、「折口信夫〈平集」
のあちこちに開隙されている迅空
の発酋に
よっても窺われる。
泊
空の発酋のう 、「呼応・唱lll．懸け合ひの対偶発想」「一人 培保的発想」などについては、
前掲拙枢「釈辺空の泄作」に指摘し
たけれども、
まだ他に肋れておかなければならない発酋が存する。
ょと
吉野川行く瀬の早みしましくも淀むことなくありこせぬかも
（②――九）
我妹子に恋ひつつあらずは秋萩の咲きて散りぬる花にあらましを
(―二0)
すみの人
あさか
たよも
タさらば潮悩ち来なむ住吉の浅香の捕に王泌刈りてな
・（
一ーニ）
はと
9
しの
t"
上
大船の泊つる泊りのたゆた に物思ひ痩せぬ人 子故に
（ーニニ）
し
右、「筏策集
j
巻二の「弓削且子、
紀昆女を思ふ御歌四首」に
ついて、
沿空は「和せ歌を亡った様に見えるが、
一―九・ーニー
は紀皇女作と見れば、
各一対と見られぬ
でもない。」という一棠
を述ぺている（全集第九巻、「相聞歌概説」。
初出は「短歌研究」
第七巻節一号、
昭和十三年一月）。
――九と―ニーは、
四洞を考慇に入れるな
ば、
紀皇女の作と
見るよりは弓削且子が紀皇女への思いを述ぺた歌と捉える方が自
(9J} 
然であ と思われるけれども、
追空の一案は、
沿空が祁策集の四
首構成の中には二首ずつ各一対になる楊合があることを充分に考感していたことを告げており、
近過できない。
また、
逗空が問答歌や贈答歌、
そしてその組歌の、
形式や語句
と甜句との対応に注目していたこと 、
次に掲げる1i6の発酋
によって知られる。
、、、、
1間答歌は、
相削歌の元米の形で、
本たうのかけあひであり、
恋愛的気分のだん／＼稀博になつて来たものである。（中略）
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問答歌の時には、
大体似た形の歌が一っ
9氾
拉ぷか、
一っ以上
拉ぶか、
又は―つの歌を、
二部分に分け
て歌うてゐ
る。（全
集第九巻、「歌の発生及ぴその部菜集における展開」。傍線は本稲の節者）
2結局、
8本の歌は、
かけあひと言うても、
順つぎと雷ふても
よろしいのですが、
古いところは、
特糾歌で歌はれ
、（後粕）
（全集第十巻、「歌及ぴ紐歌の発生」）
3糾歌は一首だけで、
自然のやうに思は
れますが、
実は、
一首
だけでは不自然なので｀
必二首以上辿るべきであります。其
を本と太として、
一首に歌ふ事もあります。（全集卯十光J‘
「歌及び紐歌の発生」）
4片寄の様式から見て、
つくん＼＇惑じられることは、
神と人と
の問答に用ゐられた詞存であった間明な形だと酋ふことだ。
、、、、、、
其に、
恰もこだまがへしの様に、
同音数で答へられると酋ふ
こと。
此は、
最出来易い相似形を稼期して居ることが明らか
ヒトコト
だし、
亦表現の最容易な、
ほんの一言と而った形で、
その答
へを刺戟しよ
うとしてゐる。（全集第七巻、「日本文学の発生
序説
」）
5問答唱和の様式で表現する儀礼が、
広く且久しく行はれて来
た°其が終に、
散文的な対話を以てする様にもなったが、
最
ヵ9
ゥ9
古典的な民俗は、
歌の形式を應酬す
るものであった。
片研
(577)
．旋頭歌(577
.
577)の形を
、挫
方でくり
返すのもあるが、
最盛んに行はれ、
其標準様式となったのは、
やはり短歌の、
本（上句）
・末（下句）を合せるのと、
短歌
どうし懸け合せられるのと、
此二つが殊に盛んに行はれた。
其が粘局、
上句下句又は下句上句をかけ合せて‘
ーつの短歌
の形にするもの、流行に加する様になった。一唱和だけに止らず、
さ
うした問答の相手同士で、
幾唱和かを反復する形が、
更に勢ひを得て来る。
此一唱祁・復唱和の様式、
皆述歌の文
芸前よりの形で
あり、
此が像式から出て遊戯化し、
更に文字
の記録に途つて、
次第に文字化する。
そこに文学としての連
歌が成立し、
其複合体なる鎧ーくさりー巡歌が行はれること
になった訣である。
唱和の形が、
敵対発想をとるか、
恋愛表
現をとるか、
大体二つの何れかによ
るのが、
古い形であった。
其二つ，も亦、
結句競争の歴倒的なものと、
同じ協和式なるも
のとのニカ而に過ぎないので、
恋愛表現にも抵抗、
競争にも
抵猫を示すことを忘れなかった。
だから、
唱和問答はすぺて、
若干恋愛梢趣を含んだ表出をとること なって居
た。
巡歌が
殊に、
恋歌的な要索を深く持つてゐた理ulはこヽにあ
る。
短
歌が、
相間・恋歌とし
ての分野を広く占めてゐたのも、
又述
歌唱和と
しての過程を持つてゐるからである。（全集坑十咎、
「恋の座」、
傍線は木秘の策者）
ニハ
6片滸や、
相間の類の歌垣の場に発生した咀利・贈答の発想法
は、
いろ／＼に分化して行った。
旋頭歌の如き、
単長歌の如
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き、
或は短歌の類ま
で、
皆、
此かけあひ・つけあひの発想を
ば基礎にして居るのである。
此形式方面を多分に伝へて完成
70) 
したのは、
歌合せと連歌とであった。（全集第一巻、「女房文
学から隠者文学へ
J)
見て来たような迅空の見解は、需腐｛集」の「波紋型」「流下
型」の対応構成と靭き合う而を多分に持っていると言えよう。
迅空は「料菜集」の問答歌・附答歌・独詠歌に見られる「波紋
型」「流下型」の
対応構成を自己の独詠歌述作に生かし
て、
独自
な作品世界を創造したのである。
平成二(-九九0)年一月一日税
注
(1)詔利五年匹Jl発行。巻四の改訂増柚版は昭利＋匹年二月先行。本松
の引用は改訂増補版による。
(2)を四の註釈は昭和二十四年六月発行。培訂版は昭和＿二十二年六月発
行。本税の引用は初版による。
(3)このことは、
姐副の「柿本初臣人麻品歌四ヤ11」という記祓と相即不
帷の関係にあると考えられる。
(4)「感謝」は配列の上から、
昭和十四年の詠作と認められる。
後に
「泣やまひこ」において、
この四行に二杓を付加して六莉述作とし、
題も「市井山ill」と改めているが、
その「遠やまひこ
j
の「改作年
表」には、
昭和十四年九月と製作年月が記されている。
.
(5)ただし、
②
i
一九iーニニは、伊藤陣氏 後人仮託泌もあり、
実際
中泄文学研究（中四国中枇文学研究会）中匪文芸論棺（煎谷大学中世文芸談話会）中世文学論殻（東京学芸 ）
第八号
通信（東京外語大学）
第六十七牙、
第六十九号
筑波大学平家部会 梨
第二集
鵡見大学紀要．第二十七号同志社国文 （同志社大学国文 会）一号
に弓削凡子が詠作した歌か否か、
出かでない。
(6)全兆祁一巻、「俎梨集の招虹」にもlnl様のことが述ぺられている。そ
こでは、
かけ合ひの間答、
歌令せ、
述歌は、「面菜集によって、
招く
事が出来る。」と述ぺている。
研究室受贈図書雑誌目録田
説林（愛知県立大学国文学会）専修国文 専條大学）中央大学国文
83
第叫十六号
相愛 （相愛女子短大国文学研究室
第十五号、
第十六号
第三号
第三十三号
中央大学 部紀要
第六十五号、
第六十六号
中京国文学（中京大学
第九号
中古文学除孜（早稲田 大学院中古文学研究会）第十号、
第十
第十三号
第三十三号
(111梨英利短期大学専任甜師）
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